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重石及び水鉛鐘賑の晶位測定に關する2，3の試み

佐　藤　源　郎弥 菊　　池 徹鞭、
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　　　Motoo　Sat6＆T6m　Kikuchi

　In　this　paper，the　authors　descrive　some

asseying　methodsto　determinetheWO3con・
ten』t　ih　wo1倉amite－quartz－veins　as　well　as

the　MoS2cgntent・in　molybdenite－quartz一・
veins．・

　The　method　here　proposed　is　one　of　the

“Rosiwa1－methods”to　calculate　the　area1．

ratio　of　the　ore　minerals　tヒ）the　quartz　gan－

gue　on　the　exposed　face　lof　veins　and　has　been

trie（i　by　the　authors　in　Takatρri1）and　Ko』

kurobe1）mines　with　satisfying　rβsults．

　This　method　may　be’very　good　in　the
following　Points：

　（1）　It　can．be　applied　easily　in　field　as

well　as　in　small　mine。

　（2）　It　is　convenient，　inexpensiv6　and

extemporaneo牲s。
　（3）　It　can　obtain　nlore　accurate　results

t血an　ever。

1）T．KIKUCHI＆．K．TOKUKURA：Geology　and
Tungsten　Deposits　of　the　Takatoh　Mine，Ibaragi

Prefecture．　（BuII．Geologi6al　Survey　of　JapanVo1．

2，1951）

2〉M．SATO，K．TOKUKURA＆T。KIKUCHj：：
Molybdenum　Deposits　of　the　Kokurobe　Mine．To－

yama　Prefecture．　（Bul1．GeologicalSurvey　o珂apan

VoL3，1952）

　　　　　　　1・緒　言
鉱床の品位を到定する際，調査目的の鉱床が石英脈で

あり，鉱物が硫化物である場合には，脹石たる石英より

も硫化鉱物の方が遙かに硬度が低いから，試料採取に際

して，’硫化物あ方が余計に試料に入り易く，從つて試料

品位が実際の脈内亭均品位よりも不当に高くなる傾向が

あるoこ』に翅べる輝水錯鉱のように特に硬度の低いも

露鉱床部授　　　継鉱床部

のである場合には，この傾向は殊更著しい・また硬度の

点だけでなく，壁開性の顯著さが加われば，鉄満俺重石

のような場合にも同様の現象が生じる。これらの不都合

を少なくするために，古ぐから種々慣重な処置が講じら

れ・また全く別の方法がとられることがある。

　こ勲ヒ報告する二つク）試みは，茨城縣高取鉱山の重石

鉱床および富山縣小黒部鉱山の水錯鉱床におい七行われ

たものであり，石英脹中における重石あるいは水錯繊と

脹石英との面樟比を坑丙現場で実測し，その数字かう計

算によつて品位を算出する方法である。この方法韓既に

多くの入によつ七試みられているようであるが，その実

施に当つては種々様々な違いがある。こ、』に筆者等の行

つた試みを報告する。

　　　　　　　　　　ゆ　』2。茨城縣高取鉱山重石鉱床に：於ける試み

　昭和26年3月，高取鉱山の重石鉱床1）を調査した2）

際，坑零の4ヵ所で試験的k行つた方法は，板ガラス、

（約30cm×38cm）を坑内へ搬入し・比較的滑らかに削

うた鉱脈面に密着させ，透覗された鉄満俺重石の結晶を・

全く実物大に，そのガラス板上に墨で画く◎これを坑外、

に持ち出し，ガラス板上の画をそのま場、下方より電燈

にて照らして，方眼紙上にトレースして，方眼により

rmm2を軍位としてその数を読み取り，’白い部分（石英

の部分）の面積および墨でぬつた部分（鉄満俺重石の部

分）の面積を求めた。　・

　この方法によつて求めた各々の面積は，比較的正確性

を持つているが，ガラズ板の坑内搬入等の煩らわしさを

有し，一」日の作業としては，2名1組で10数ヵ所しか

浪“定できないo

　測定された各々の面積よ．り計算3）した品位および，こ

　1）古生代に灘する砂岩・粘板岩および珪岩を貫く石英脈で』鐵満俺重

　　石を主とし，硫砒鉄鉱・磁硫鉄鉱・黄殊鉱。黄銅鉱・リシヤ雲母・螢石

　　，等を伴うo詳細姦ポト記調査報告屡照

　2）菊池徹・徳臓勝冶：茨城縣高取鉱由重石鉱床調査報告
　　（地質調査戸瞬月報，　第2巻，　第9號，　1951）

灘鞭駕卜1
　　面積を測定し匁鉱脈面（箪位の奥行鰭え鳩融のWO3％を瓦

　　とすれば，，

　　　　　7．2w　　　　　　50　　x＝　　　　　　×100×一一　．　　　　7．2w十24q　　、　　　　　　100　、

　　．　　　225w
　．．x＝＝
　　　　3w十q　・
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の試験を行つた個所のガラス板をあてがつた面の探取試

料の分析値とを較べた表を下に示す。（化学分析は地質

調査所化学課担当）

コ騨辮東欝羅癖史
　　　1’面積比計

算による　　 29．69　　　　8．75
wo，％1

　　　1

2．55 1．58

　　　1化学分棚
による　1　32。54　　7．88
WO3％1

4．68 4．15

参購図陣・図岬図「第3図悌4図

　第1図および第2図の場合には，面積比計算による値

と，化学分析による値とは比較的一致している。これは

高品位の場合には，どちらの方球で行つても大差りない

事を示していると思われるoなお，第2図の場合におい

て，化学分析によるものが，面積比計算によるものより

品位が低く出ているのは，試料探取の際偶然に大きな石

英の塊が操取袋中にコボレ落ちたためかと思われるo

　第3図および第4図の場合にぽ，いずれも相当の差を

生じている。これは低品位の場合には緒言で述べたよう

な現象が一暦著しく現われ，鉄満俺重石の方が余計試料

に入り，從つて試料品位が不当に高くなつたものとみら

れ，この故に試料探取に当つては，極めて愼重な注意が

彿われなければならないことを示ーしているようであるo

なお結果の正確性については，面積比計算による方が，

より正確であろうと考えている。

　　　3．富由縣小黒部鉱出水鉛鉱沫

　　　　　に於け番試み

　昭和26年8月，小黒部鉱山の水錯鉱床4）を調査5）し

た際，坑内において行つた品位測定り作業は，その目的

が鉱床全体の雫均品位を求めることにあつたので，でき

るだけ数多くの個所で実施する必要があつたo從つて前

述の高取鉱山で行つたよりは遙かに簡軍な方法を用い，

1日に2人1組で100ヵ所の測定を行い，平均品位を算

出した。　　　・＼

　その方法は，坑内へ1．5cm程度の目盛の金網（普通市

4）粗粒黒雲母花醐岩灘よび石英閃縁岩中に貫入したPlO6m～30cm

　の石英脈に痺水鉛鉱を伴うもので，水卒に曳1い緩傾斜を有する激

　枚の奉行鉢脈であるo詳細は≠記報告蓼照
1
5
）
佐藤源郎・徳臓勝治・菊池徹＝富自縣小黒部鉱由永鉛鉱床調査報

　告　（地質調査所月報，第3翁，第　　號，1952）
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重石及び水錯鉱脈の品位測定に関する2βの試み　（佐藤源郎・菊池徹）
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第2圖　　遍　￥1司6號　東　押　写1　立　（1951．4．2現荘）

、販の餅焼金網）を持つて入り，これを鉱脈にあてがつ

て，石英の部分および輝水錯鉱の部分の上にくる金網の

針金の交点の数を読みとる。例えば『白（石英部の意）105，

黒（輝水錯鉱の意）6』といつた如く，針金の交点の数め

みを読んで，各々の面積には考慮をおよぼさない。

　この『白，黒』の数およびその場所の鉱脈の幅を読んで

ノートして行くだけであるから，測定が非常に早く行え

る。すなわち坑内で2mごとに測定し，1日2人1組

で100ヵ所程度を容易に測定することができ’た。

　これらの各々の数より計算6）によつて，各個所の品位

を求め，鉱床の李均品位を算出し，鉱量計算の基礎資料

とする事ができたo

　　　　　　　　　　　¢

　　　　　　　　4．結　　書

　石英脈に俘う重石鉱床中，特に鉄購俺重石を主とする

型の鉱脈，あるいは同じような外観を有している含輝水

錯鉱石英脈等の品位測定に当つては，探取試料の化学分

析による普通の方法以外に，既述の如ぐ，脈の断面にお

ける石英と含有鉱物結晶の面積あるいは面積毘を測定

し，これに各比重を考慮して重量百分比を求める方法が

灘籔驚響靴，
　金網をあてがつ弛面（金網の目盛の畏さを輩位として，その軍位の

　奥行を翫た禮積）のMoSゑの％をxとすれば

　　　　　4．7m　　　　　　　　　90
　x＝　　　　　　　　　×100×
　　　　4．7m→脚2．5q　　　　　　　　　　100

3一（545）
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東京者鳴島火山調査報告　（高畠　彰）

1容易に実施できる。

　こめ方法は，第一に現場で手軽に実施する事ができ，、

從つて第二に経費，手数ならびに時聞の大きな節約をも

1たらし，さらに第三には，数多くの測定が容易であり，

しかも各測定における試料探取の誤差がないため，結果

の確実性をも増しうるとい5ような効果または能率をあ

げうる。

　その具体的な実施方法の細部に亘つては，L上述2種の、

ほかに種々な方法があり，さらに利用慣値の多い方法が

見出されると思われるσこれらほ今後の研究にまつべき

であり，特に現場技術者の実擦への鷹用が希望される次

第である。

551．42：551．21：550．8（52．27）

東京都鳥島火幽調査報告
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　　　　　　　　　R6sum6

Vd£aしm　To球shima，Iz題Archipe臨go．

by

Akira　Takabatake，

　　Torishima　is　one　of　thOse　insular　volca一

・皿oes　on　the　Fu∫i　volcanic　zone，　t亘e　islan（i

一
・
m
e asuring2to2．5kilometers　in・diameteL
　　It　is　a　stratified，double　volcano，an（i　the

・s・mmaisc・mp・sed・fbas琴lticlavaH・wl
　and　basaltic　ag910merate，the　former　occupy一

』ing　its　lower　part　wh）ile　the　latter　the　upper

parし　Many　dik6s　of　dQle∫it3are　found　i11－

jected　into　tぬe　uppeてand　agglomeratic　part

　of　the　somma．Th．ere　are　two　central　cones，

Komochi－Yama　and　Iw6－Y3ma，and　some　ex－

Plosion　craters　in　the　somma・　Komoc血i－

Yama』seems　to　be，s亡rat籔ed、ごones，though

血o　exposure　could　be　examined，but　Iw6－

　Yama　is　a　cinder　cone　compose（i　of　b3s－

　altic　an母andesitic　ejec㌻a．The　Tamaokisato

甲lava，tWo－pyrOxene・andesi†e，cOvers伽e
　血orther血part　of　the　island．

　　一The　volcanic　history　of　t｝1e　island　so　far

，as　human　record　manifests　may　be　summa，

lrizedasfollo煽s、：

　　玉n1902a　violent　exp10sion　took．Place
二in　the　somma　crater　at・the　northem　fo6t，

歌nd　in　ths誼ing　of　the　sout蝕westem　coast，

，and　all　tぬe食eople　th，ere，about125，were

　killed　by　the　acci（里ent．，

　　In1939a　great　eruption　occ亡rre（玉in　the

somma，ahd　Tamaokis＆to　lava。、at五rst　How・

　　＊鉱床部鉱石課長

畠 　　彰拓

ed　Ilorthward　beyond　the　craterτimフ．then

Iw6－Yama　was　formed　at　the　horthem　part

o｛thesomma，and盒nallyasmallamomt
of　lava　poured　out　from重he　foot　of　Iw6・

Yama．
　Volcanic　activity　at　present　is　represent－

ed　by　the　f厚maloric　and　solfataric　act至on，

and　so搬e　sulphur　accompa孕ying　white　sub－

1imatesarescat亡eredsporadica11yonthe
sloβeoHw6－Yam3．
　In　the　island，no　ore　deposit　of　economic

value　is　found．　p版osphate　ore　（Guano）．

w短c血was　sai（i　to　have　been　concentrate（i

was　covered　by　the　Iatest　lava最ow，apd

there　is　no　remain　of　it．　Accumulation　of

sulphur　is　too　small　in　quantity　to　be　nlin・

ed．

要　　約

　、鳥島は東西2．5km，南北2kmの小島で，全島火山噴

出物よ、りなる。成暦二重火山に属し，外輪山は玄武岩熔

岩および玄武岩質集塊岩により構成せられ，，中央火口丘

には子持山と硫黄山とがあり，前者は成層火山丘をなす

が，後者は円錐状噴石丘で，・外輪山を構成する岩石の破

片の外に新期の安山岩質の拗出物よりなる。曜和14年

の活動によつて，玉置里・千歳浦方面に洗出して遠く海

底下におよんだ。新期熔岩は両輝石安山岩からなる。

　島内には稼行儂値ある鉱床はない。すなわち燐鉱（グ

アノ）韓かつて採掘を企図されたことがあるが，現在で

は火山噴出物に被覆されてこれをみることができない。

また噴気孔口：およぴ硫気孔口に小規模の硫黄を産する

が，稼行の対象とはならない。

5一（547）
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